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2025 年 1 月 16 日 NPO 法人ほっと資料 

 

成年後見制度に関するアンケート調査結果から見えてきたもの 

 特定非営利活動法人ほっとは 2023 年 12 月に、堺市内の通所事業所の利用者・家族を対象に成

『年後見制度に関するアンケート』を実施させていただきました。通所事業所の協力もあって、

1200 の配布を行い、445 通のアンケートの返信をいただきました。その結果を踏まえ発言させて

いただきます。 

 

知的障がい者・家族にとっての成年後見制度の普及は 

 裁判所による全国調査結果（令和 5 年）からは、成年後見制度利用者の約 10％が知的障がい者

で、約 63％が高齢者（認知症）となっています。（残りは発達障害者、精神障害者） 

また、親族が後見人になっている割合は、10 年前までは 50％超えていたものが、現在は 18％

で、全体的には親族後見は減少してきているのが現状です。 

 ですが、今回のアンケートからは、障がい者の場合はやはり家族支援に偏りがあり、成年後見

制度を利用している 36 名中 27 名の人が親族の人が後見（75％）をおこなっていました。第三者

後見人は 9 名となっています。このことからも、高齢者（認知症）の分野では親族後見から第三

者後見といった社会支援に変わってきているのに、知的障がい者の分野では、今でも多くの方

（75％）が親族の後見に頼っているのがわかります。 

成年後見制度の知的障がい者・家族の普及・啓もう状況について 

 まず、成年後見制度の具体的な活動内容について理解されていない現状が浮き彫りになりまし

た。445 名中「具体的な活動について知らない」と答えた方が 144 名で、世間一般的な知識とし

ての「財産管理、各種契約行為」と記入された方も半数以下の数字となっていました。 

 本来、様々な契約行為等で支援が必要な成人に対しては成年後見制度を利用が必要なはずが、

知的障がい者の人たちには、未成年者同様に親の代理行為が認められている状況にあります。 

 知的障がい者の家族の方にとって、成年後見制度が今すぐ必要な制度としての認識が薄く、「親

亡き後」の制度として映っているのではと感じています。 
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成年後見制度を利用しない理由については、親が元気だからという意見と兄弟姉妹がいるからと

いう答が主となっていました。多くの方は家族支援が難しい状況になってから後見制度の説明を

受け、申請準備に入る方が多いといえます。 

 そして、費用がかかるということも、申請しない大きな理由になっていました。本人の年金や

作業所給料等の収入から、後見人に月額 2 万程度の支払いが生じることが申請を考えさせられる

大きな要因になっているように感じられます。また、本当に本人を守ってくれる制度なのかとい

う不信感が大きいこともアンケート結果の記述内容からも見えてきています。 

費用や後見活動の中身についての不安は、成年後見制度の学習会や各相談機関での対応で後見

活動自体が見直しをされてきていることを家族にも伝えるとともに、実際の具体的な後見活動を

知ることによって、知らない事への不安が軽減されるのではと考えています。 

 

 
 

計画的に家族支援から社会的な支援に移行を 

成年後見制度のアンケートにお答えいただいた 445 名中 265 名の方が、「家族が元気なうちは

成年後見制度の申請を考えていない」と答えるとともに、将来は「兄弟姉妹に託す」と回答され

ている方が 126 名という数字となっています。 

 障がい者家族にとって、家族の支援、兄弟姉妹の支援を第 1 として、そこが難しくならないと

成年後見制度の内容や申請にまでは結びついていない状況であるといえます。 

 本人や家族が高齢になってから家族支援から社会支援に移行していくことは、本人にとっても

家族にとっても大きな負担になると考えています。 

家族支援から社会支援への移行は家族環境が変わってからではなく、計画的な移行を推奨して

いく必要がアンケートから見えてきました。 

成年後見制度の利用は「親亡き後の準備」という視点ではなく、成人としての「暮らし」を確立し

ていくために、家族支援を社会支援に移行するという視点に 

今回のアンケートは、堺市内の通所事業所を中心に行ったことからも、「家族が元気なうちは

家族で」といった思いが強く感じ取られました。そのため「親亡き後の準備」という視点ではな
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く、成人後の障がい者本人の暮らしを家族支援に依存するのではなく、成人として、社会支援を

確立していくべきだということを幅広く訴えなければならないと考えています。 

 

家族支援から社会支援に向けて 

欧米の多くの国々では、日本のような扶養義務制度はなくなってきています。日本においても

扶養義務の範囲を「夫婦間と未成年の子に対する親」に限定しようとする動きがありましたが、

現在も保留とされたままになっています。成人年齢が 20 歳から 18 歳に引き下げられた今でも、

親族による扶養義務は成人後も残っているのが現状です。 

どんなに障害が重くても親兄弟から独立し、地域社会での社会的な支援を受け、自立生活を可

能にするためには、十分な所得保障の確立と扶養義務問題の解決が重要だと考えます。 

 日本の家族単位で考えていくシステムや慣習の中で、日常当たり前に家族が行っている支援は、

家族が高齢になっても家族や兄弟姉妹を縛り付けている現実がアンケート結果からも明らかにな

っています。そしてこの現実は客観的に世界的な見地からみてどのように映っているのかは、国

連の障害者権利条約の批准状況の対日審査で日本の福祉を「温情主義的福祉」と勧告した状況か

らも明らかです。 

『家族の絆』を大切にし、助け合いながら生きることは美しい姿で、日本の優れた思想信条であ

るかのように発信されている場面も多くみられますが、まず一人ひとりの生活保障を社会全体の

問題としてとらえ、必要な社会的支援が準備されることこそが必要だと考えます。 

障害特性を理解した上での意思決定支援の重要性も 2020 年に文言として入っています。 

 市民後見人を育て、市民が市民を支えあう社会を目指すということですが、根本的に社会的弱

者の権利を守る責任は行政にあると考えています。50 歳を超えた知的障害者の支援を 80 歳を超

えた家族が行っている現状を変えるためには、資産要件にかかわらず、成年後見制度が利用しや

すい環境を準備しないといけないと考えています。現状大阪府・堺市は市民後見人の養成に力を

注がれていますが、知的障がい者の後見について市民後見人が制度に沿って拡大するものなかを

堺市として今後の見通しをお答えいただきたいと考えています。 

 また市民後見人の養成研修と後見人を支える組織についての在り方は、2020 年の後見人として

の責務で意思決定支援が明記されてことからも、後見人の責務についてより重要視された研修内

容となっていると感じていますが、市民後見人の位置づけが本当にボランティアでいいのかとい

う疑問を持っています。 

 

今回のアンケートでは見えなかったこと 

  家族の高齢化や相続に対しての課題 

ご本人の暮らし、支援体制を確立していくためにも、成年後見制度や福祉支援は大切です。で

すが、それだけではなく家族自身の高齢化に向けての見通しも大切です。本人が生活することの

ない自宅や、家族の葬儀やお墓のこと、家族が入院した時の支援など、本人に親族としての負担

が発生することを想定した準備が必要となります。 
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また、兄弟姉妹がいることで成年後見制度の利用は不要だと考えている方が、全体の 35％

（126/445）という回答でした。ですが、親だからこそおこなえていた代理行為が、兄弟姉妹では

できないことも多くあります。そのことについても知っておく必要があります。 

親が行ってきた具体的な支援の内容については、兄弟姉妹も知らなかったという例が多数報告

されています。本人にとっても、親子関係で受けていた支援が、突然兄弟姉妹からの支援になる

ことで、今までの兄弟姉妹の関係が崩れ、本人に大きな負担につながることもあります。 

 

アンケート結果を受けて 

家族の期待する成年後見制度の役割は、財産管理や様々な福祉契約のみならず、本人の暮らし

を見守り続け、維持していくために必要に応じて対応できるものを期待されています。 

日本の社会的において成人後の代理行為は認められていないのに、福祉に関しては代理行為が

可能になっている現状が多く残されていることからも、知的障がい者の家族は親亡き後に直面す

る問題に目を向けられない現実があります。 

今回のアンケートからは成年後見制度の問題点として、申請すると取り下げられないことへの

不安。裁判所で選出される後見人の変更が難しいことや、制度そのものが本当に本人を守ってく

れるのかといった不安が記述されていました。国としても制度の見直しを検討されていますが、

所得の少ない障がい者が安心して利用できる制度にしていくためにも「堺市成年後見制度利用支

援事業」の拡充を訴えていくとともに、現行制度を家族にも知らせていく必要を感じました。 

資産や扶養者にとらわれず、権利として成年後見制度の利用を促し、知的障がい者の家族依存

の現状を少しでも改善できる制度の拡充を求めます。

                     


